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 階

4月22日㈯　
～6月11日㈰ [44日間]

美しいものとの時間
友田コレクション
の精華
魅惑の版画と詩

６月12日(月)
      ～9月15日(金)

設備修繕工事のため休館

9月16日(土)
   ～11月12日(日) [51日間]    
[道単特別展]

揺さぶる絵
変貌する日本画のイメージ

1月13日(土)                                          
 ～3月10日(土)　[50日間]
[共催特別展]    

AINU ART
 　　ーモレウのうた

4月22日(金)
～6月11日㈰ [44日間]    

[貸館]　道新      

トリック
  ×イリュージョン！

9月16日㈯ ～11月12日㈰ 
                             [51日間]    

[実行委員会展]
STV     

札幌テレビ放送創立65周年記念
足立美術館所蔵
近代日本画と北大路魯山人展

1月20日㈯
       ～2月25日㈰
 [37日間]    

[共催特別展]    

SIAF実行委と共催
札幌国際芸術祭
2024

　

近
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
展
示
室
Ａ

特
別
展　
展
示
室
Ｂ

11月13日(月)
      ～1月19日(金)

設備修繕工事のため休館

 ２
 階

１ 令和５年度事業実施報告及び美術館評価         （近代美術館）

展覧会の実施状況
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3月
23日
(土)～
1F
越境
者パ
スキン
     ２F
現代ガ
ラスの
オノマト
ペ/片
岡球子
「面構」
シリー
ズ/新
収蔵品
展/この
１点　
山口蓬
春《向
日葵》

~4月9日
(日)
［8日間］

シャガー
ル・イン・
プリント

他

昭和のガラス工芸　

新収蔵品展

11月13日(月)
      ～1月12日(金)

設備修繕工事のため休
館

アール・ヌーヴォー
自然を映しだすガラス

アートギャラリー北海道
小川原脩記念美術館
コレクション展

６月12日(月)
      ～9月15日(金)

  設備修繕工事のため休館

[貸館] 

第90回
記念
独立展 
北海道
展

3月23
日㈯      
～31
日㈰
 [8日
間]    

[貸館] 
～4月2
日㈰
 [2日
間]

サンリオ
展
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【展覧会の実施状況】

展　　　覧　　　会　　　名 開　催　期　間 日数

実　　施　　状　　況

観覧者数
一日当たり
観覧者数

      
第Ⅰ期  シャガール・イン・プリント／戦時下の北海道美術／この１点を見てほしい。  令和5年 2月11日（土）～  4月9日（日）　 8 1,507 188

第Ⅱ期  友田コレクションの精華／昭和のガラス工芸／新収蔵品展  令和5年 4月22日（土）～  6月11日（日） 44    7,489    170

第Ⅲ期
 越境者パスキン／現代ガラスのオノマトペ／片岡球子「面構」シリーズ／
 この１点を見てほしい。

 令和6年 3月23日（土）～  6月16日（日） 8 1,147 143

計 60 10,143 169

　展　　　覧　　　会　　　名 開　催　期　間 日数

実　　施　　状　　況

観覧者数
一日当たり
観覧者数

　サンリオ展　ニッポンのカワイイ文化60年史（貸館） 　令和5年 2月11日（土）～ 4月2日（日） 2 7,071 3,535

　トリック×イリュージョン！（貸館）  令和5年 4月22日（土）～ 6月11日（日） 44 41,138 934

   足立美術館所蔵　近代日本画と北大路魯山人展－和の美、再発見。
　（実行委員会）

  令和5年 9月16日（土）～11月12日（日） 51　 38,649 757

   揺さぶる絵　変貌する日本画のイメージ
  アール・ヌーヴォー　自然を映しだすガラス
　小川原脩記念美術館コレクション展（道単）

  令和5年 9月16日（土）～11月12日（日） 51 9,094 178

   AINU ART－モレウのうた（共同企画）   令和6年 1月13日（土）～ 3月10日（日） 50 9,556 191

  札幌国際芸術祭2024　1924-2024 FRAGILE（共同企画）  令和6年 1月20日（土）～ 2月25日（日） 32 13,679 427

  第90回記念独立展　北海道展（貸館） 　令和6年 3月23日（土）～ 3月31日（日） 8 2,215 276

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 238 121,402 510

〈近美コレクション（常設展）〉

〈特別展〉

R4 R3

201 119

R4 R3

1,301 383



○保管状況の適切さ

 ・収蔵庫をはじめ館内の害虫調査及び対策を実施した。

 ・所蔵品２点の額に低反射アクリルを装着した。彫刻、油彩、版画合計10点を修復した。
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○コレクションの活用状況

 ・近美コレクションを３回、当館所蔵品含む特別展を２回（「揺さぶる絵」「札幌国際芸  

  術祭2024」）を開催し、令和4年度と比べ121点増の520点を展示した。

○コレクションの充実度

 ・購入 美術品取得基金を活用、釧路出身の彫刻家藤戸康平１点。

 ・寄贈 福田美蘭の油彩２点、掛川源一郎の写真、北海道美術館協力会

     のボランティアとして活動していた方から寄贈された片岡球子

     の日本画１点など、計161点。これにより令和５年度末の作品

     総数は 6,069点となった。

A 優れた作品の収集と適切な保管

評価：C

【成果】コレクションの活用、主体的な収集活動、適切な保管環境の保持を実現した。
【課題】貸出先の展示環境の再確認、作品修復の実施などにより保存と活用の両立に努
  める。IPM（総合的有害生物管理）に基づく取組を継続し、保管環境の保全に努める。

新収蔵品 
藤戸康平《 The Singing of
 the Needle》2021年

評価：Ｂ



○入館者増につながる取組の実施

  ・常設展や特別展に関連し、ワークショップや作品解説などを実施した。

  ・HPやSNSの活用、動画制作によって、細やかな情報提供と多様な魅力の発信を行った。
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○常設展示の充実度

 ・詩人・友田多喜雄氏の活動と氏が当館に寄贈した版画を紹介するほか、アートギャラリー北

海道として小川原脩記念美術館の所蔵品を展示し、また３つのガラス展により年間を通じて

来場者がガラスを鑑賞できるようにした。年間観覧者数は10,143人。
○特別展示の充実度

  ・ 「足立美術館所蔵 近代日本画と北大路魯山人展」「揺さぶる絵」などの大規模展のほか、  

  「札幌国際芸術祭2024」の会場の一つとして所蔵品や現代作家の作品を展示、またアイ

  ヌアートの多様性を紹介する「AINU ART」を開催した。年間観覧者数は57,299人。

B 多彩で特色ある展示活動の充実

【成果】常設展示では、西洋と日本の名作版画の友田多喜雄コレクションをまとめて紹介。 
 また、ガラスを通年展示するなど当館のコレクションの特色を示すことができた。特別展 
 示では、国内美術館の名品展や当館学芸員が企画した「揺さぶる絵」「AINU ART」 「札 
 幌国際芸術祭2024」など多彩な作品を紹介し幅広い層に当館の利用を促すことができた。
【課題】移動美術館を開催しなかったことで館外における展示活動は減ったが、今後も 
 ウェブを活用した作品紹介や情報提供に努めるとともに、道民の多様なニーズに応えら
 れるよう多彩なジャンルの魅力あふれる展覧会を実施する

評価：Ｂ
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C 学習の場と情報提供の充実 評価：Ｂ
○教育普及事業の充実度

   ・スマートフォンアプリ「ポケット学芸員」を通じて当館、知事公館、三岸好太郎美術
  館の９点について映像、音声、文章による作品解説を公開。札幌北陵高校と連携し、
  音声を同校生徒の協力により収録した。
 ・展覧会ごとの学芸員による解説（ミュージアム・トーク、講座、見どころ解説、ギャラ
  リー・ツアー等）を可能な限り増やすとともに、外部講師や出品作家による講演会を開
  催する等、作品理解に結びつく様々な事業を実施した。

  ○美術情報提供の充実度

 ・SNSでの積極的な美術情報提供につとめ、工事休館中も週2~3回の割合で投稿した。
 ・「北海道リモート・ミュージアム」の動画を新たに３本制作、公開した。
 ・所蔵品のデータを整備し、データベース上で公開する情報の質を向上させた。
   【成果】２度の工事休館や夏季に大型展がなかった影響から、ARSや図書コーナーの利用

者やHPのアクセス数は減少したが、HPの整備により音声ガイド案内やリモート・
ミュージアム等のデジタルコンテンツに関するページを増設するとともに、SNSを通
じた積極的な情報発信を行うことで、利用者からの好評を得た。

【課題】利用者が美術への理解や関心を深める上で一助となる教育普及事業を充実させる。
必要な情報が利用者に届くよう、チラシやHP、SNSを通じて、引き続き積極的な広報
展開を進める。
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○調査研究の充実度
 ・研究紀要は北海道の作家などに関する計２件の論考を掲載して刊行。
 ・「トリック×イリュージョン」「揺さぶる絵」「足立美術館所蔵 近代日本画と北大路魯
  山人展」「AINU ART」「札幌国際芸術祭2024」図録を刊行。執筆・編集を担当学芸員
     が行った。

 

D 活動の基礎となる調査・研究の推進 評価：Ｂ

E 多様な主体との連携・協力による地域の活力向上

○地域の関係機関との連携状況
  ・札幌国際芸術祭実行委員会及びアイヌ民族文化財団と共催し、展覧会を開催した。

○学校との連携の状況
 ・オンライン・アート教室を７校（高校４校、聾学校中等部１校、養護学
  校高等部１校、高等支援学校１校）計135名を対象に実施した。

評価：Ｂ

【成果】コレクションの各分野や展覧会等に関する調査研究及び各学芸員の研究課題や関
連分野の調査研究を継続的に進めている。

【課題】二次資料について保管、配架スペースを確保しながら、整理を進める必要がある。

【成果】オンライン・アート教室では、撮影機材を見直し画質、音質を改善するととも
に、学校現場のニーズを細やかに把握することで、各校の事情に適合した授業を展
開することができ好評を得た。

【課題】オンラインでは対面式に比べ、学芸員と児童生徒の双方向コミュニケーション
に難があり、その改善に取り組む必要がある。

オンラインアート教室
説明する学芸員
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評価：C
○施設の適切な維持管理
  ・令和４年度より計画していた大規模な設備更新（吸収式冷凍機、エレベータ など）、 
   施設改修工事（屋上防水）を実施した。
  ・施設・設備について、日常の点検・補修に加えて道教委技術職員による定期点検及び職
   員対象の講習を実施し、必要箇所について補修工事を実施した。
 ○施設の快適性の向上
  ・カフェスペースを活用し、実行委員会展共催者との協働で期間限定の
     特設カフェを出店した。また、芸術週間（R5.11.1～7）にはお茶の無
     料サービスを実施した。 
  ・来館者アンケートについて、用紙での回答のほかに、WEB上で回答す
     ることができるQRコードを館内に掲示した。

Ｆ 安全で快適な滞在環境の提供 評価：Ｂ

【成果】施設・設備の更新や点検・補修の実施により施設・設備の不具合が減少した。
カフェスペースの活用に対しては来館者から好意的な意見が寄せられ、同スペース
の重要性について改めて認識した。

【課題】施設・設備の老朽化が進んでいることから、引き続き日常の点検、計画的な補
修工事を実施するほか、カフェスペースの活用の検討など、来館者の利便性や快適
性向上のための継続的な取組を行うことが必要である。  

 ＜コラボカフェ 徳光珈琲＞
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２ 令和６年度運営計画                  （近代美術館）

 ① 令和６年度  道立近代美術館事業費予算

資料１－２



 ②  令和６年度の主な取組

○ 美術品取得基金の活用

○ 野外彫刻２点（伊藤隆道《風の対話》《光のリズム》）のメンテナンス

○ 作品の額のガラスを、低反射タイプに順次更新（継続）

10

A 優れた作品の収集と適切な保管

B 多彩で特色ある展示活動の充実

※ 展覧会の内容については別途説明

○ 「ウィズ・キッズ‘24」に関連し、子どもを対象としたギャラリーツアーを実施

○  スマートフォンアプリ「ポケット学芸員」を活用した音声ガイドの充実

○  展覧会に関連した外部講師による講演会等の実施

○  HP及びSNSを通じて、展覧会や関連事業の情報を積極的に発信

C 学習の場と情報提供の充実
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D 活動の基礎となる調査・研究の推進

○ 特別展、自主企画展等に関連した調査・研究及び成果の地域社会への還元

○ コレクション研究

○ 最新の展示環境に関する情報の収集及び展示のノウハウの研究

E 多様な主体との連携・協力による地域の活力向上

○ 北海道美術館協力会、美術館ボランティアと連携した教育普及事業の実施

○ 小中高等学校等と美術館をオンラインで結ぶ「オンラインアート教室」の実施

○ 「アートギャラリー北海道」事業として苫小牧市美術博物館所蔵品展の実施

○ 札幌市内の画廊及び道現代美術作家と連携した「星の瞬間」展の開催

F 安全で快適な滞在環境の提供

○ 施設・設備の点検実施、計画的な補修工事の実施

○ カフェスペース新規出店者との協働した取組の検討

○ 来館者アンケートの回収率向上のための取組の検討



12

③ 令和６年度 展覧会事業計画
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【展覧会の実施状況】

〈近美コレクション（常設展）〉

〈特別展〉

展　　　覧　　　会　　　名 開　催　期　間 日数

実　　施　　状　　況

観覧者数
一日当た

り
観覧者数

第Ⅰ期
 越境者パスキン／現代ガラスのオノマトペ／片岡球子「面構」シリーズ
 ／この１点を見てほしい。／新収蔵品展

  令和6年 3月23日（土）～ 6月16日（日）    　 62 7,752 125

第Ⅱ期

 浮世絵のヒロインたち／岩橋英遠《道産子追憶之巻》／ウィズ・キッ
 ズ‘24  なぜこのかたちなの？／港の今昔　苫小牧市美術博物館コレク
 ションから

　令和6年 7月 9日（火）～ 9月26日（木） 63

第Ⅲ期
 ウィズ・キッズ‘24　さいきょうのざいりょう／岩田藤七の軌跡／この
 １点を見てほしい。

　令和6年10月12日（土）～12月 8日（日） 51

計 176

展　　　覧　　　会　　　名 開　催　期　間 日数
実　　施　　状　　況

観覧者数
一日当たり
観覧者数

  「琳派×アニメ展」（貸館） 　令和6年 4月20日（土）～ 6月 2日（日）  　  38 20,781 546

  京都 高山寺展ー明恵上人と文化財の伝承（実行委員会）   令和6年 7月 9日（火）～ 9月 1日（日） 47　

  皇居三の丸尚蔵館展（実行委員会）   令和6年 9月21日（土）～10月27日（日） 32

  北海道書道連盟創立70周年記念展（貸館）   令和6年12月 5日（木）～12月15日（日） 11

  星の瞬間　アーティストとミュージアムが読み直す、Hokkaido（道単）   令和7年 1月 5日（日）～ 3月16日（日） 61

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 189

（令和6年6月30日現在）

（令和6年6月30日現在）



北海道立近代美術館
令和6年(2024年)
展  覧  会  概  要



近美コレクション  ３月２３日（土）～６月１６日（日） 会場：展示室A 



 ３月２３日～６月１６日

掛川源一郎
《開拓地の兄弟》
    1957年

片岡球子「面構」シリーズ

新収蔵品展

片岡球子《面構 一休さま》2000年

福田美蘭《婦人像》2000年

富田幸衛
《追分保線区》 
   1964年

会場：展示室A 2階

 ３月２３日～６月１６日

近美コレクション 



近美コレクション  ７月９日（火）～９月２６日（木） 会場：展示室A



近美コレクション  １０月１２日（土）～１２月８日（日）

岩田藤七《花器》1966年頃

中村木美
《アリスの大ネズミ》2009年

温かいガラスへ

岩田藤七の軌跡
ウィズ・キッズ’２４

みる・ふれる・つたえる
さいきょうのざいりょう

この１点を見てほしい。
荻須高徳《薪炭屋》

荻須高徳《薪炭屋》1954年

会場：展示室A 2階



星の瞬間 
アーティストとミュージアムが読み直す、Hokkaido

会場：展示室A１階、B

２０２５年１月５日（日）～３月１６日（日）

※参考作品 
端聡《液体は熱エネルギーにより気体となり、冷えて液体に戻る。そうあ
るべきだ》
2017年 作家蔵

変貌する２０世紀 
ヨーロッパ・ガラス
プロダクトヘ、アートへ

近美コレクション 会場：展示室A２階  

スタニスラフ・リベンスキー
ヤロスラヴァ・ブリフトヴァ
《接触》1985年 

特別展  

シモン・ガーテ
《馬に人物文コンポート》
デザイン：1985年
制作：1925年 



会場：展示室 B 特別展（貸館） ４月２０日（土）～６月２日（日）



会場：展示室B特別展  ７月９日（火）～９月１日（日）



安田靫彦《王昭君》1947年 川端龍子《愛染》1934年



会場：展示室B特別展  ９月２１日（土）～１０月２７日（日）





 ■「第12回これからの北海道立近代美術館検討会議」の開催

１

・議　題

　(1) 「北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査」の結果について
　(2) 「知事公館・近代美術館エリアに関する道民等からの意見聴取」の結果について

（敬称略、五十音順）

・日　時　令和６年５月15日（水）10時30分～11時30分

・場　所　Ｗｅｂ会議システムＺｏｏｍ

・構成員

 
 

近代美術館リニューアルに向けた検討状況について

所　　属 職 氏名

株式会社ｈａｋｕ 代表取締役 菊地　辰徳

北海道大学 名誉教授 北村　清彦

北海道教育大学釧路校 教　　授 佐々木　宰

北海道大学大学院文学研究院 教　　授 佐々木　亨

前札幌芸術の森美術館 館　　長 佐藤　友哉

資料２



北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について（概要）

区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

整  備

イメージ

社 会 性
（美術館活動）

○ 適切な修繕により機能を維持し、
  現建物の歴史的価値を継承
● 諸室の規模や配置の自由度が低い
  収蔵庫増築により、収蔵スペース・
   諸室の狭あい化は解消
○ 諸室の転用により、展示替期間中でも
  鑑賞可能な展示スペースや、子ども向
  け展示スペースの新設など、必要な機
  能の確保が可能
○ 休館期間 約２年（他県平均約３年）

○ 斬新な建築意匠となる可能性

○ 諸室の規模や配置の自由度が高い

○ 展示替期間中でも鑑賞可能な展示スペー
  スや、子ども向け展示スペースの新設な
  ど、必要な機能の確保が可能

● 休館期間 約４年（他県平均約３年）

○ 斬新な建築意匠となる可能性

○ 諸室の規模や配置の自由度が高い

○ 展示替期間中でも鑑賞可能な展示スペー
 スや、子ども向け展示スペースの新設な
 ど、必要な機能の確保が可能

○ 休館期間 約１年（他県平均約３年）

環 境 性
（環境への影響）

○ 樹木伐採（工事施工箇所）約10本
○ 既存建物の活用により廃棄物が最小

● 樹木伐採（工事施工箇所）約50本
● 現近美の解体により廃棄物が最多

● 樹木伐採（工事施工箇所）約160本
● 現近美を解体する場合はＢ案と同様

経 済 性

①収蔵庫増築

②収蔵品移転後、リニューアル改修 ②本館を解体後、収蔵庫に接するように新築

①収蔵庫を先行
 して新築

南北に約200ｍ

※１ イニシャルコストは、他の公立美術館における同様の整備事例の工事費をもとに、物価上昇率等を考慮した上で試算した、近代美術館の建物に係る工
事のみの概算額であり、エリア全体の整備に要する概算額ではないこと。

※２ ランニングコストは、50年間分の維持費及び大規模改修費の試算額を合計したもので、運用期間中の物価変動は考慮していない。
  ① 維持費は現在の近代美術館の光熱水費等の実績を参考に試算。
  ② 大規模改修費は、民間維持管理会社へのヒアリングによる、新築工事費に対する修繕費割合に基づき試算し、A案には、リニューアル改修時に
   実施しない設備等の更新分を、当該費用に上乗せ。

・イニシャルコスト        75 ～   95億円
・ランニングコスト  260 ～ 295億円
           合計 335 ～ 390億円

・イニシャルコスト     165 ～ 200億円
・ランニングコスト    285 ～ 320億円
          合計 450 ～ 520億円

・イニシャルコスト     150 ～ 185億円
・ランニングコスト    285 ～ 320億円
          合計 435 ～ 505億円

令 和 ６ 年 （ 2 0 2 4 年 ） ５ 月 ８ 日
教 育 庁 生 涯 学 習 推 進 局 文 化 財 ・ 博 物 館 課

知事公館・近代美術館エリアの検討について

【今後の対応】
 本調査結果や知事公館・近代美術館エリアに係る道民等からの意見聴取結果を参考としながら、有識者などの御意見も踏まえ、
本年中にも、北海道立近代美術館リニューアル基本構想を策定できるよう取り組む。 ２



 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について

３

　調査業務の目的１

 「北海道立近代美術館リニューアル基本構想（中間報告）」で示した３つの整備パターン案（①改修＋収蔵庫増築、
②現地新築、③移転新築）について、専門的見地により、一定の条件の下でそれぞれの整備内容を想定し、評価を実施
することにより、メリット・デメリットを多角的に分析し、今後の基本構想策定に向けた検討に資する。

項 目 内 容

業 務 名 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査業務

委 託 事
業 者 株式会社日本経済研究所（東京都）

委託期間 令和５年（2023年）10月～令和６年（2024年）３月

調査業務
の 内 容

・類似事例の整理
・実現性のある整備規模等の提示
・エリアの機能・経済性・環境性などの比較項目の設定
・３つの整備パターン案ごとに評価

　調査業務の名称等２

環境緑地保護地区

（11,946㎡）

近代美術館エリア

知事公館エリア

緑地 居住区域知事公邸等
敷   地

※参考 該当敷地範囲 



４

 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について

機能別面積 
現在の近代美術館

面積 備考
整備場所 美術館敷地

整備内容 －

延床面積 9,160 －

美
術
館
活
動

収集保管 1,200 
第１・第２収蔵庫
各収蔵庫前室、車庫、
搬入口、荷解室

展示 2,870 展示室（常設・特別）

調査研究 210 
図書室、資料室、研
究室、学芸副館長室、
保存修復室

教育普及 440 講堂、造形室、映像
室、映写室

情報発信 50 ｱｰﾄﾚﾌｧﾚﾝｽｻｰﾋﾞｽ

そ
の
他

憩い
4,390

ロビー、ショップ、カ
フェ、トイレ、授乳室

管理運営 事務室、会議室、控
室、機械室

（単位：㎡）

※ 面積は一の位を切り捨てた概数で示しているため、合計と一致しない
 【設定の前提条件】（現在の近美展示室をもとに、延床面積、収蔵面積を整理）

目安面積  
改修＋収蔵庫増築

 
現地新築

 
移転新築面積 備考

－ 美術館敷地 美術館敷地 公邸等敷地

－
・目安面積を満たす必要
 最低限の収蔵庫の増築
・本館の改修

・収蔵庫を先行新築
・収蔵品移転後に本館解体
・新収蔵庫に接続する
 美術館を新築

・美術館新築

11,480 2,870㎡÷25％ 10,060 11,530 11,510

1,790 
収蔵庫面積1,400㎡に
現施設の前室、車庫、
搬入口、荷解室を含む

1,870
 

・うち収蔵庫         1,410

1,870
 

・うち収蔵庫      1,448

2,070
 

・うち収蔵庫      1,412

2,870 現施設と同等 2,870 3,030 2,970

210 現施設と同等 210 210 220

440 現施設と同等 440 440 440

50 現施設と同等 50 50 50

6,120 延床面積から美術館活動
の面積を控除したもの

4,620 5,910 5,740

区分 面積 考え方

延床面積 11,480㎡ 他県美術館、文献調査とも延床面積の25％程度が展示面積（現展示室2,870㎡÷0.25）

収蔵面積   1,400㎡ 文化財公開施設の計画に関する指針※（平７.８ 文化庁文化財保護部）に基づき設定（現展示室2,870㎡÷２≒1,400㎡）
※ 収蔵庫の床面積は、展示室の床面積の半分を目安とするが、将来を見越して十分なスペースをとることが望ましい

　比較に用いる整備規模等３



区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

整  備
イメージ

展示室の多彩な展覧
会への対応

○ 現在の展示室で対応できる ○ 現在の展示室と同等以上の機能となる ○ 現在の展示室と同等以上の機能となる

展示室の温湿度の適
切な管理

○ 今後も適切な設備等の更新により対応
できる

○ 新たに設計するため、対応できる ○ 新たに設計するため、対応できる

バリアフリーやユニ
バーサルデザインの
整備

○ 展示室に新たに階段昇降機を設置する
ことにより対応できる

○ 新たに設計するため、最新設備の導入
により対応できる

○ 新たに設計するため、最新設備の導入
により対応できる

くつろぎの空間（カ
フェ・レストラン
等）の確保

○ レストラン・ショップ等のスペースは
整備済

● 現施設では休館日等は利用できない

○ 新たに設計するため、レストラン・
ショップ等は整備できる

○ 新たに外から直接入口を設ける場合、
休館日等でも利用できる

○ 新たに設計するため、レストラン・
ショップ等は整備できる

○ 新たに外から直接入口を設ける場合、
休館日等でも利用できる

５

社会性（美術館活動）

 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について

①収蔵庫増築

②収蔵品移転後、リニューアル改修 ②本館を解体後、収蔵庫に接するように新築

①収蔵庫を先行
 して新築

南北に約200ｍ

　比較項目に基づく活用パターンの比較４



区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

将来の収蔵数を見込
んだ収蔵庫の設置

○ 増築により、文化庁指針に基づく収蔵
面積を確保できる

○ 現施設と同等以上の規模を確保できる ○ 現施設と同等以上の規模を確保できる

その他美術館の機能
として必要な各種ス
ペースの確保

○ 諸室の転用により、展示替期間中でも
  鑑賞可能な展示スペースや、子ども向
  け展示スペースの新設など、必要な機
  能の確保が可能
○ 収蔵庫増築により、諸室の狭あい化は

解消

○ 必要な機能の確保が可能 ○ 必要な機能の確保が可能

休館期間
（他県平均約３年）

○ 休館期間 約２年 ● 休館期間 約４年 ○ 休館期間 約１年

駐車場の確保 ○ 身障者用３台、大型バス３台 ○ 身障者用３台、大型バス６台 ○ 身障者用３台、大型バス３台

６

 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について

区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

建築物の歴史的・
文化的価値の継承

○ 日本建築学会北海道建築賞を受賞した建
物であり、適切な修繕により機能を維持
し、現建物の歴史的価値を継承できる

○ 解体により現在の意匠は継承されないが、
新築のため、斬新な建築意匠となる可能
性がある

○ 移転により現在の意匠は継承されないが、
新築のため、斬新な建築意匠となる可能
性がある

周辺環境との調和
（景観への影響等）

○ 収蔵庫増築のみであるため、影響が小
さい

○ 敷地内の緑への影響は最小限にとどめ
るものの、現行施設の緑との調和イ
メージが変わる可能性がある

○ 南北に長い建物となるが、緑地との一体
的な関係性が体現できる可能性がある

工事計画上の制約
（美術館敷地として
の適否）

○ 必要最低限の増築ができる ○ 必要十分な新築ができる ○ 必要十分な新築ができる
● 湿気の対応が必要となる可能性がある

社会性（エリアの機能）



 北海道立近代美術館の整備方法等に係る技術的検討調査結果について

７

区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

樹木の伐採
（工事施工箇所）

○ 約10本 ● 約50本 ● 約160本

廃棄物の量 ○ 既存建物の活用により最少 ● 現近美の解体により最多 ● 現近美を解体する場合は、Ｂ案と同様

大気・水・土
壌等への影響

○ 改修・増築のため、最小 ● 現地新築による工程・規模を踏まえる
  と大きい

● 移転新築による工程・規模を踏まえる
  と最大

環境性（環境への影響）

区 分  改修＋収蔵庫増築  現地新築  移転新築

イニシャルコスト    75 ～ 95 億円  165 ～ 200 億円  150 ～ 185 億円

ランニングコスト

維持費  100 億円 110 億円 110 億円

大規模改修費 160 ～ 195 億円  175 ～ 210 億円 175 ～ 210 億円

小計 260 ～ 295 億円  285 ～ 320 億円  285 ～ 320 億円

合計  335 ～ 390 億円  450 ～ 520 億円  435 ～ 505 億円

経済性

　今後の対応５

※１ イニシャルコストは他の公立美術館における同様の整備事例の工事費をもとに、物価上昇率等を考慮した上で試算した、近代美術館の建物に係る
  工事のみの概算額であり、エリア全体の整備に要する概算額ではないこと。
※２ ランニングコストは、50年間分の維持費及び大規模改修費の試算額を合計したもので、運用期間中の物価変動は考慮していない。
  ① 維持費は現在の近代美術館の光熱水費等の実績を参考に試算。
  ② 大規模改修費は、民間維持管理会社へのヒアリングによる、新築工事費に対する修繕費割合に基づき試算し、A案には、リニューアル改修時に
   実施しない設備等の更新分を、当該費用に上乗せ。

 本調査結果や知事公館・近代美術館エリアに係る道民等からの意見聴取結果を参考としながら、有識者など
の御意見も踏まえ、本年中にも、北海道立近代美術館リニューアル基本構想を策定できるよう取り組む。



　知事公館・近代美術館エリアに係る道民等からの意見聴取結果について

８

令和６年（2024年）５月８日
総務部イノベーション推進局財産課

１．趣　　旨
　知事公館･近代美術館エリアの現状を広く周知するとともに、エリアの活用構想の策定に向けて幅広くご意見を伺うため、札幌市及び道内主要
都市において意見聴取を行うとともに、道のＨＰを活用したＷＥＢアンケートを実施。

２．実施時期
（１）札幌市

令和5年(2023年)10月7日(土)～9日(月･祝)　　※「知事公館・近美推し風景ギャラリー展」にあわせて実施。

（２）札幌市以外・ＷＥＢアンケート

釧路市(釧路芸術館)   　 1月19日(金)～1月21日(日) 函館市(函館美術館) 1月24日(水)～1月28日(日)

旭川市(旭川美術館)  　　1月31日(水)～2月 4日(日) 帯広市(帯広美術館) 2月14日(水)～2月18日(日)

北見市(北見芸術文化ﾎｰﾙ) 2月21日(水)～2月25日(日) ＷＥＢアンケート   1月19日(金)～2月25日(日)

３．実施方法
　各会場にて､エリアの風景写真やスケッチ等を掲載したパネル展示等を行い、来場者に紹介・説明するとともに、このエリアの魅力向上に向け
た今後の取組等について、意見を聴取。

札幌市 釧路市 函館市 旭川市 帯広市 北見市 ＷＥＢ 札幌 札幌以外 計

453件 69件 63件 64件 75件 47件 79件 65件 14件 850件

区　分 主な意見

エリア全体
「都会の中の安らげる緑豊かな自然環境を残してほしい」とのご意見が多数を占めた。
そのほか「エリアの魅力発信に一層取り組んでほしい」といったご意見や「駐車場があるとよい」「飲食する場がより充実
するとよい」といったご意見をいただいた。

知　事
公　館

「歴史を感じられる」「自然と建物が一体となっている」など「建物を残してほしい」とのご意見を多数いただいたほか、
「イベント等の充実」や「開館日の拡大」を望むご意見があった。

緑　地 冬期間や花見の時期など「開放期間の拡大」を望むご意見のほか、「障がい者の方も利用しやすい緑地にしてほしい」との
ご意見をいただいた。

近　代
美術館

「建築物としての価値を大切に」「２階ロビーからの四季折々のすてきな風景」など「建物を残してほしい」とのご意見を
いただいたほか、「建て替えた方がよい」とのご意見もあった。
「展示の充実」や「利便性の向上」を望むご意見があった。

札幌 札幌以外

518件 332件(60.9%) (39.1%)

４．実施結果



北海道立三岸好太郎美術館
資料３－１



1

１ 令和5年度事業実施報告および美術館評価（三岸好太郎美術館）

展覧会の実施状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

休館日 1～6,10,17,
19～28

1,8,15,22,29 5,12,19,26 3,6～14,18,
24,31

7,14,21,28 4,11,19,25,
27～30

1～6,10,16,
23,30

13,20,27 4,6～15,18,
25,29～31

1～3,9,15,
22,29

5,13,19,
26～29

4,11,18,25,
29～31

 

連携展示

普及事業・関連事業

 ＊実施可否今後検討

（音楽事業）

＊図書コーナー／通年 2F 三岸好太郎に関する画集・図録・文献や、美術図書等を閲覧できます。

□アニヴァーサリー／7月1日は開館記念日（観覧無料） ＊４月18日は三岸好太郎誕生日（節子命日）

■カルチャーナイト／7月21日（金）  ■芸術週間／11月1日（水）～7日（火） 

展覧会

所蔵品展（58日間）
４月29 日(土)～7月５日(水)

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40

年

道産子が行く。
北海道・札幌―北の風土に育まれた画家の

感性は、独特の色彩感覚やロマンティシズム

をもたらしています。激動する大正～昭和初

期の美術界をたくましく進取的に、そして自

由奔放に歩んだ道産子・三岸好太郎の魅力

に迫ります。

所蔵品展プレミアム（63日間）
7月15日(土)～９月26日(火)

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

おばけのマールとたからもの
えほん『おばけのマールとちいさなびじゅつかん』で

の出会いから15年。ここはすてきなお気に入り。

あるときマールは、たいせつなたいせつなたからも

のをはこぶ旅をしたのでした。いっしょに旅するの

はだれ？ むかうのはどこ？たからものはなに？

そしてそして…。
＊三岸の代表作とともにたのしく展覧会をめぐります。

12～2月
AGH事業「#みまのめ」

12月下旬～1月中旬
「たんけん美術館」

3～6月 北菓楼札幌本館における展示

ミギシ・サテライト

6～9月

ミギシ・サテライト

9～12月

ミギシ・サテライト

12～3月

ミギシ・サテライト

特別展（52日間）
10月7日(土)～12月5日(火)            

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

三岸好太郎再発見！
繊細な詩情に満ちた絵画世界を切り開い

た夭折の画家の画業と作品にあらためて

目を向け、その知られざる側面や芸術の

特質などを探ります。

■同時開催

もっと知りたい三岸アトリエ

所蔵品展（81日間 ＋12日）
12月16日(土)～ 4月18日(木)

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

恋する画家の陶酔ざんまい
多くの女性への陶酔をはじめ、触れあったさまざまなものに魅せられ、

惚れ込み、恋するほどの情熱を燃やして生まれた秀作の数々をたどりま

す。

所蔵品展
4月7日(金)～18日
(火）10日間

デコボコンポジション
■スポット展示

《立てる道化》が
絵本になった!

※R4年度より継続

10月～11月
・特別展関連事業（講演会等）

「マ～ル記念日」

（通年）＊ 所蔵品展展示解説 ／火～土 午後1～3時（祝日を除く） 解説：北海道美術館協力会解説部ボランティア

（随時）＊ 学芸員トーク／映像機器等利用のミニ講話（展示室内）。展示のみどころやエピソードなどを学芸員が語ります。

（随時）＊ 館外講座／学校等の要望に応じて、学芸員が館外に出向いて講座を実施。

7月下旬～8月中旬
「たんけん美術館」

■併催 AGH事業
12月16日(土)～2月25日(日) 57日間
mima-no-me＃みまのめ〈VOL. 9〉
北海道ゆかりの若い美術家を紹介するシ

リーズ企画9回目。

「マ～ル記念日」
読み聞かせ付きコンサー

ト

「芸術週間」
ミュージアムコンサート

10月～3月
三岸好太郎美術館が折り紙になった！
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展覧会の実施状況
(1) 所蔵品展

人数計 １日当たり

第1期

デコボコンポジション

■スポット展示
《立てる道化》が絵本になった!
※R4年度より継続

めまぐるしく変転した三岸の造形には、多様な試みと屈曲のある表現を見ることがで
きる。幾重にも塗り重ねた色彩の深み、厚塗りの画面の盛り上がりや凹凸、なめらか
さとザラザラの質感の対比、絵の具を引っかいて線を刻む手法、紙や印刷物を貼り
付けたコラージュ等々。起伏ある画業とともに、新しい表現を求め続けた実験精神に
注目して、造形の展開をたどった。
■三岸の代表作をモチーフとした新作絵本を紹介する企画の第3回目。《立てる道
化》をモチーフにした、絵本作家・やまだなおとの世界を紹介。

4/7[金]～4/18[火] 10日 360人 36人

第2期
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

道産子が行く。

北国ののびやかで時に厳しく荒々しい自然。洋館の建つモダンな街並み。ともに生き
た故郷の人々。三岸は北海道をこよなく愛した。北の風土に育まれた画家の感性
は、独特の色彩感覚やロマンティシズムとして、作品に息づいている。
新しい絵画の創造をめざして、激動する1920－30年代の美術界を、たくましく進取的
に、自由奔放に歩んだ道産子・三岸好太郎。その個性的な歩みを「道産子」をキー
ワードに紹介。

4/29[土]～7/5[水] 58日 2,763人 48人

第3期
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

おばけのマールとたからもの

 札幌発の人気の絵本『おばけのマール』シリーズ（え・なかいれい　ぶん・けーたろ
う）。シリーズ第四弾として2008年に誕生したのが、当館を舞台とする『おばけのマー
ルとちいさなびじゅつかん』。本作の原画と合わせ、当館に関連するマールシリーズ
『おばけのマールとモーニングのあとで』ならびに本展に合わせて刊行されるシリー
ズ最新作『おばけのマールとほしぞらのフルコース』の原画を、絵本の中に登場する
当館のコレクションと合わせて一堂に展示。

7/15[土]～9/26[火]
63日 4,362人 69人

第４期

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

恋する画家の陶酔ざんまい

■アートギャラリー北海道
mima-no-me
＃みまのめ〈VOL. ９〉

三岸好太郎(1903-1934)は、女性はもちろん、音楽、建築、人形劇、風景など、さまざ
まな美の世界に陶酔し創造のエッセンスを汲み上げた。
本展では「陶酔」をキーワードに、モダンなライフ・スタイルや、エキゾチックな世界、
あまたの女神（ミューズ）たち、音楽からのインスピレーションなど、好太郎の心をふ
るわせたモティーフの数々を通して、好太郎の表現世界の魅力を紹介。
■北海道ゆかりの若い作家を紹介するシリーズ企画9回目。20代～30代の作家4名
（岡﨑莉望、川尻舜、梶田みなみ、中村まり子）の作品展示。

12/16[土]～2024.3/28[木]
（翌年度に継続～4/18[木]）
（＃みまのめ〈VOL. ９〉は～
2024.3/25［日］）

80日 2,624人 33人

211日 10,109人 48人

(2) 特別展

人数計 １日当たり

三岸好太郎(1903-1934)は、画家を目指し18歳の年に上京。美術界の新しい動向を
貪欲に摂取し、目まぐるしく作風を変遷させながら、画家として大きな注目を集めた。
10年ほどの短い画業の中で近代感覚にあふれた清新なイメージの世界を切り開い
た。三岸好太郎生誕120年、新館開館40年の節目に当たってその画業と作品を見つ
め直し、その足跡や芸術の特質を丁寧に振り返った。
■三岸が最晩年にエネルギーを傾け、没後に竣工したアトリエ(東京･鷺宮)。現存す
る国内最古の木造モダニズム建築として貴重なこの建築を写真や資料で紹介。

10/7[土]～12/5[火] 52日 1,892 36人

52日

三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年
三岸好太郎再発見！

■同時開催
もっと知りたい三岸アトリエ

計

計

展覧会名 内容 開催期間 日数
観覧者数

展覧会名 内容 開催期間 日数
観覧者数



3

観覧者数の推移

項目 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和２年度観覧者数 （人） 135 88 536 915 739 818 695 1,025 98 247 185 522 6,003

令和３年度観覧者数 （人） 247 0 340 2,233 3,427 732 1,637 1,647 233 424 237 643 11,800

令和４年度観覧者数 （人） 282 805 840 725 1,109 861 917 1,139 342 569 660 972 9,221

令和５年度観覧者数 （人） 470 1,256 1,054 1,712 1,772 1,221 739 896 634 719 774 754 12,001
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【基本的運営方針】 A 優れた作品の収集と適切な保管          評価 B 
 
優れたコレクションの形成
札幌出身の三段跳び金メダリスト・南部忠平の雄姿を描いた、三岸好太郎《南部の跳躍》を
遺族から受託し、コレクションの充実を図った。
所蔵作品の適切な保管
・作品の額のガラスを低反射タイプに交換。
・素描作品の額の裏板との間に入れる間紙を、順次中性紙に交換。
・展示室、収蔵庫等の室温、湿度について、設備管理委託業者と連携を図り常に適切な保管環
 境維持に努めた。
・虫害対策としてトラップを設置し、発生状況をモニタリングした。
コレクションの効果的な活用
「所蔵品展プレミアム おばけのマールとたからもの」展では、「おばけのマール」の絵本原
画と当館のコレクションを合わせて展示することにより、幅広い世代に親しんでもらえる展示
内容とした。特別展「三岸好太郎再発見！」では、これまで注目されてこなかった好太郎のト
ラピスト修道院訪問をとりあげ、好太郎のエキゾチック趣味の新たな側面に光を当てた。 

美術館評価

【成果】コレクションの活用･充実、適切な保管を図る取組を実施することができた。
【課題】詳細画像のデジタル化や作品の適切な保管に向けたさらなる取組が必要。
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【基本的運営方針】 B 多彩で特色ある展示活動の充実          評価 B 
   
多様なニーズに応える展覧会の開催
所蔵品展として「道産子が行く。」､「おばけのマールとたからもの」､「恋する画家の陶酔
ざんまい」、特別展として｢三岸好太郎再発見！｣、AGH事業として｢＃みまのめVOL.9｣を開催
し、各期ごとに工夫を凝らして多彩な展覧会を実施し、来館者の高い評価を得た。
観覧者拡充のための工夫
所蔵品展プレミアム「おばけのマールとたからもの」展では、展示室にいながら絵本の世界
に入り込めるような工夫をした。特別展では、三岸好太郎とゆかりのあるトラピスチヌ修道
から伝統的な木靴（サボ）を拝借して展示し、展覧会の内容を充実させた。「みまのめ」展
では、作者が所蔵する近作や新作を展示することにより、北海道の若手作家のフレッシュな
表現を紹介し、特に高大生層の観覧者増を図った。
館外における鑑賞機会の提供
ミギシ・サテライト(北菓楼札幌本館) において4点の作品を順次展示、北海道立帯広美術館に
おいて《黄服少女》展示、釧路芸術館において《ラケットを持つ少年と少女と犬》《黄八丈
の男》を展示、国立アイヌ博物館において《赤い肩かけの婦人像》《猫》を展示。

美術館評価

【成果】アンケートで高い評価を得られたとともに、来館者の増加、特にリピーターや児童生
    徒の数が昨年より増加した。
【課題】観覧者の再来館を促す働きかけや、児童生徒の観覧の増加に向けて教育活動に活用し 
    てもらう取組の周知が必要。
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【基本的運営方針】 C 学習の場と情報提供の充実                                  評価 B   

教育普及事業の充実
・学芸員によるギャラリー・トーク、ボランティア解説員による展示解説、＃みまのめVOL.9出
 品作家によるアーティスト・トーク、三岸好太郎の孫2名によるギャラリー・トーク及び美術
 講演会等の実施。
・夏休み・冬休み時期中子ども向けプログラム「たんけん美術館」の実施。
・開館記念日、道みんの日、カルチャーナイトなど無料開放の機会にあわせた多彩なプログラ
 ムの実施。
・マール記念日読み聞かせ付きコンサート、芸術週間ミュージアムコンサートの音楽イベント。
・折り紙建築のワークショップの実施。
情報提供の充実
・図書コーナーにおける画集、書籍、図録その他関連図書･文献資料などの配架のほか、三岸ア
 トリエやミギシサテライトなどの情報提供。
・ホームページ及びSNSを活用して展覧会情報や各種イベント情報、美術館情報などについて
 高頻度で発信。
・ホームページ及び外部リンク（文化遺産オンライン等）で作品情報を提供。

美術館評価

【成果】例年並みの教育普及活動を再開でき、参加者から高評価を得られた。また、SNSやHP
    による積極的な情報発信により閲覧者、フォロワーが増加。
【課題】図書･資料コーナーの利用促進に向けた取組が必要。
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【基本的運営方針】 D 活動の基礎となる調査・研究の推進        評価 B 
 
調査･研究の充実度
・「三岸好太郎再発見！」展のために、函館市のトラピスチヌ修道院で資料調査を行い、その
 成果を展覧会を通じて社会に還元した。
・令和6年度開催予定の「モダニストの蝶 詩人・安西冬衛と好太郎」展のために、堺市中央
 図書館で資料調査を行った。
・三岸好太郎の作品に関する情報（2件）について聞き取りを行って記録し、作品情報の充実
 を図った。

美術館評価

【成果】展覧会に係る資料調査や聞き取り調査による研究成果を展覧会に反映させ、展示内容
    や作品情報の充実を図ることができた。
【課題】学芸員の研修は自己研鑽に依るところが大きい状況のため、引き続き調査・研究、研
    修の機会の確保及び充実を図ることが必要。
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【基本的運営方針】 E 多様な主体との連携･協力による地域の活力向上  評価 B

多様な機関との連携･協力
・北海道美術館協力会との連携･協力（ボランティア解説員による展示解説、北海道美術館協
 力会主催講座への施設提供、研修会への講師派遣。）
・北菓楼札幌本館及び三岸好太郎美術館後援会と連携したスイーツ交換券の配布により、美術
 館と北菓楼札幌本館との人の流れを創出。
・＃みまのめVOL.9開催による北海道ゆかりの若手作家の表現活動の紹介及び出品作家による
 アーティスト・トークの実施｡
学校等の教育機関との連携･支援
・余市養護学校高等部に「オンラインアート教室」を実施。
・道立近代美術館博物館実習の実習生受け入れ。
・道立近代美術館指導者研修の研修生受け入れ。
・札幌市立北九条小学校3年生を対象に出前授業を実施。

美術館評価

【成果】関係機関との連携･協力を強化し、サービス向上を図ることができたほか、出前授業
    やオンラインアート教室により、子どもたちの鑑賞機会の提供に寄与できた。
【課題】連携する施設や団体の拡充と取組の充実及び学校を対象とした鑑賞事業の充実。
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【基本的運営方針】 F 安全で快適な滞在環境の提供           評価 A 
 
施設の適切な維持管理
・定期検査等で常に施設設備の機能や安全性を点検し､施設の不具合や検査等で指摘のあった 
 事項に対して速やかに修繕又は改修を行った。
・展示室内に漏水が発生したが､館職員が設備運転保守管理業者や工事業者と連携を図り適切
 に対応した。
・水道管破損に伴う漏水が発生したが､臨時休館にするとともに､工事業者と連携を図り適切
 に対応した。事業者による絵はがきや図録など関連商品の販売及び軽食の提供を行った。
施設の快適性の向上
・受付・監視等委託業者による丁寧な接客対応を実施した。
・館職員、警備、受付・監視、設備運転管理保の各委託業者、カフェ・売店事業者がそれぞ  
 れ連携を図り､良好な滞在空間の維持・提供に努めた。

美術館評価

【成果】鑑賞環境やショップ、スタッフの接客等について、来館者から高い満足度を得るこ 
    とができた。
【課題】施設の老朽化による不具合対応や展示室の壁等の劣化への対応が必要。
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２ 令和6年度運営計画（三岸好太郎美術館）
令和６年度事業計画

2024 2025

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
休館日 1～4,8,15,

19～26,30
7,13,20,27 3,10,17,24 1,5～12,16,

22,29
5,13,19,26 2,9,17,24,

26～30
1～4,7,15,
21,28

11,18,25 2,4～13,16,
23,29～31

1～3,6,14,
20,27

3,10,17,
25～28

3,10,17,24,
28～31

 

連携展示

普及事業・関連事業

（音楽事業）

＊図書コーナー／通年 2F 三岸好太郎に関する画集・図録・文献や、美術図書等を閲覧できます。

□アニヴァーサリー／7月2日は開館記念日（観覧無料+イベント） ＊４月18日は三岸好太郎誕生日（節子命日）

■カルチャーナイト／7月19日（金）  ■芸術週間／11月1日（金）～7日（木） 

展覧会

12～2月 AGH事業 「#みまのめ」
アーティスト・トーク

12月中旬～2月下旬｢たんけん美術館｣

3～6月 北菓楼札幌本館における展示

ミギシ・サテライト

6～9月

ミギシ・サテライト

9～12月

ミギシ・サテライト

12～3月

ミギシ・サテライト

11月3日
（祝・日）
講演会 12月21日(土)「マ～ル記念

日」読み聞かせコンサート

（通年）＊ 所蔵品展展示解説 ／火～土 午後1～3時（祝日を除く） 解説：北海道美術館協力会解説部ボランティア

（随時）＊ 学芸員トーク／映像機器等利用のミニ講話（展示室内）。展示のみどころやエピソードなどを学芸員が語ります。1か月に1回程度。

（随時）＊ 館外講座／学校等の要望に応じて、学芸員が館外に出向いて講座を実施。

7月下旬～8月中旬
「たんけん美術館」

所蔵品展 第１期
（12日間）

4月5日(金)～
18日(木）

恋する画家の
陶酔ざんまい

※R5年度より継続

所蔵品展 第２期（59日間）

４月27 日(土)～7月4日(木)

モダニストの「蝶」
詩人・安西冬衛と好太郎
蝶をモティーフとする清新な短詩で、モダニ

ズム詩の旗手となった安西冬衛（1898‐65）。

「蝶と貝殻」の連作で白日夢的イメージの世

界を切り開いた三岸好太郎。「蝶」をキーワー

ドに、詩人と画家の感性の響きあいをご覧く

ださい。

■同時開催

好太郎が描く男たち

所蔵品展 第３期（64日間）
7月13日(土)～9月25日(水)

ダブル・ファンタジー
ふたつのものがであうとき
「ダブル」という言葉をキーワードに、モティーフ、

構図、色彩といった造形要素に注目しながら、ふ

たつのものを組み合わせることでうみだされる、好

太郎の絵画世界の魅力をひもときます。

■同時開催

好太郎とマリオネット

特別展（52日間）
10月5日(土)～12月3日(火)

わがこころの街
－好太郎と画家たちの札幌
好太郎がふるさと・札幌で描いた詩情あふれ

る風景画を中心に、同時代の画家が描いた

古き良き時代の札幌風景を紹介します。大正

から昭和にかけての、ノスタルジックな札幌の

イメージをご堪能ください。

所蔵品展 第４期（年度内81日間+次年度13日間）
12月14日(土)～4月18日（金）

「匂ふやうな灰色」
－好太郎・乳白色の世界へ

好太郎の妻で画家の三岸節子は、好太郎の魅惑的な乳白色の色彩を

「匂ふやうな灰色」と呼びました。好太郎がこの独自の色彩の世界に至

るまでの道程を、初期から晩年までの代表作によって跡付けます。

■併催 AGH事業
12月14日(土)～2月24日(月振)（58日間）
mima-no-me＃みまのめ〈VOL. 10〉
北海道ゆかりの若い美術家を紹介するシリーズ企画10回目。

5月18日(土)
ミニ・リサイ
タル（教育
大）

10月12日(土)
ミニ・リサイ
タル（大谷
大）

8月10日(土)
人形劇（大
谷短大）

11月2日(土)
ミニ・リサ

イタル（過年
度公募者）

7月19日(金)
ミニ・リサイ
タル(過年度公
募者)

6月8日(土)
詩の朗読会

6月29日（土)
「日本の詩を
歌う」

10月19日
（土）街歩き
ツアー

資料３－２
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令和６年度展覧会事業
(1) 所蔵品展

人数計 １日当たり

第1期
恋する画家の陶酔ざんまい

※R5年度より継続

多くの女性への陶酔を始め、触れあったさまざまなものに魅せられ、惚れ込み、恋す
るほどの情熱を燃やして生まれた秀作の数々をたどる。

4/5[金]～4/18[木] 12日 422人 35人

第2期

モダニストの「蝶」
詩人・安西冬衛と好太郎

■同時開催
好太郎が描く男たち

蝶をモティーフとする清新な短詩で、モダニズム詩の旗手となった安西冬衛（1898‐
65）。「蝶と貝殻」の連作で白日夢的イメージの世界を切り開いた三岸好太郎。「蝶」を
キーワードに、詩人と画家の感性の響きあいを紹介する。

■多彩な女性像で知られる三岸好太郎が描く奥深い味わいの男性像を紹介する。
4/27[土]～7/4[木] 59日 2,789人 47人

第3期

ダブル・ファンタジー
ふたつのものがであうとき

■同時開催
好太郎とマリオネット

「ダブル」という言葉をキーワードに、モティーフ、構図、色彩といった造形要素に注目
しながら、ふたつのものを組み合わせることでうみだされる、好太郎の絵画世界の魅
力をひもとく。

■手のひらに収まるような小さな操り人形をモティーフに、奇怪なイメージが生み出さ
れた《マリオネット》。好太郎と人形劇のかかわりやその周辺の人間群像などの背景
も紹介する。

7/13[土]～9/25[水] 64日 0人

第４期

「匂ふやうな灰色」
　－好太郎・乳白色の世界へ

■アートギャラリー北海道
mima-no-me
＃みまのめ〈VOL. 10〉

好太郎の妻で画家の三岸節子は、好太郎の魅惑的な乳白色の色彩を「匂ふやうな
灰色」と呼んだ。好太郎がこの独自の色彩の世界に至るまでの道程を、初期から晩
年までの代表作によって跡付ける。

■北海道ゆかりの若い作家を紹介するシリーズ企画10回目。

12/14[土]～2025.3/27[木]
（翌年度に継続～4/18[金]）
（＃みまのめ〈VOL. 10〉は～
2025.2/24［月振］）

81日 0人

216日 3,211人

(2) 特別展

人数計 １日当たり

 

好太郎がふるさと・札幌で描いた詩情あふれる風景画を中心に、同時代の画家が描
いた、大正から昭和にかけてのノスタルジックな札幌のイメージを堪能できる、古き
良き時代の札幌風景を紹介する。

10/5[土]～12/3[火] 52日 0人

52日

日数
観覧者数

展覧会名 内容 開催期間 日数
観覧者数

わがこころの街
　－好太郎と画家たちの札幌

計

計

展覧会名 内容 開催期間
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令和６年度 三岸好太郎美術館事業予算状況


